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本レポートは、欧州連合（EU）の共同研究センター（JRC）が発表した分析をベンチ

マークとし、生成 AI（人工知能）の潮流における日本の立ち位置を、経済、社会、政

策の観点から包括的に分析するものである。米国と中国が圧倒的なリーダーシップを確

立する世界的な競争環境において、日本は EU と同様に、重要なプレイヤーでありなが

らも、研究開発能力を市場での優位性に転換する上で深刻な課題に直面している。 

日本の現状は、一連の戦略的パラドックスによって特徴づけられる。 

第一に、「研究開発」と「商業化」の断絶である。日本は AI 研究において長い歴史と

強力な学術基盤を有しているが、その成果は特許出願やグローバル市場で影響力を持つ

基盤モデルの開発に十分に結びついていない 1。この「イノベーションのボトルネッ

ク」は、米国の 10 分の 1 にも満たない AI 分野への民間投資の低迷によってさらに深

刻化しており、国内スタートアップエコシステムの成長を阻害している 3。 

第二に、「政策的野心」と「社会的受容」の乖離である。日本政府は、2025 年 5 月に

成立した「AI 推進法」を基軸に、イノベーションを最大限に促進する「ソフトロー」

アプローチを意図的に選択し、「世界で最も AI の研究開発・実装がしやすい国」を目

指している 5。しかし、これは世界で最も AI に対して慎重な国民性と著しく対照的で

ある。日本の国民は AI に対する信頼度が低く、強力な規制を求める声が強い 7。この

ギャップは、将来的に社会的な摩擦を生み、政府の戦略そのものを揺るがしかねないリ

スクを内包している。 

第三に、「経済的潜在性」と「導入の遅れ」である。製造業やヘルスケアといった日

本の強みである分野において、生成 AI は生産性を飛躍的に向上させる大きな可能性を

秘めている 8。しかし、企業の AI 導入率は米国や中国に大きく後れを取っており、多

くの企業が概念実証（PoC）の段階に留まっているのが実情である 10。この「PoC の

罠」を克服できなければ、予測される数兆円規模の市場成長の恩恵を十分に享受するこ

とはできないだろう。 

第四に、「労働市場の二極化」という課題である。生成 AI は、GDP を 16%以上押し

上げるほどのマクロ経済的利益をもたらす可能性がある一方で、AI を補完する高スキ



ル労働者の賃金を上昇させ、AI に代替される労働者の賃金を低下させることで、深刻

な格差拡大を招くリスクがシミュレーションで示されている 12。この課題への対応とし

て、リスキリング（学び直し）が単なるセーフティネットではなく、経済成長をさらに

加速させるための最重要戦略であることが明らかになっている。 

本レポートは、これらの課題を多角的に分析し、日本の競争力強化に向けた戦略的提言

を行う。企業におけるトップダウンでの AI 統合、スタートアップエコシステムへの資

金供給と支援の強化、そして国民の信頼を醸成するための多層的なガバナンス体制の構

築が、日本の未来を左右する喫緊の課題である。 

 

1. 生成 AI 競争における日本のグローバルな立ち位置 

 

生成 AI をめぐる国際的な競争は、技術覇権のみならず、経済、安全保障の未来を左右

する国家間の戦略的競争の様相を呈している。この競争環境において、日本の立ち位置

を正確に把握することは、国家戦略を策定する上での不可欠な前提となる。本セクショ

ンでは、研究開発、特許、投資、そして市場導入の各側面から、米国、中国、EU との

比較を通じて、日本の現状を定量的に分析する。 

 

1.1. 米中二極体制と周縁に位置する日本 

 

現在の生成 AI のグローバルランドスケープは、米国と中国という二大巨頭によって支

配されており、EU がそれに続く第三極となっている。日本の立ち位置は、多くの点で

EU と類似しており、競争への参加意欲は高いものの、二大リーダーからは大きく引き

離されているのが実情である。 

中国の存在感は特に圧倒的であり、世界の生成 AI 関連活動の 60 %を占め、20 14 年か

ら 20 23 年にかけての関連特許出願では全体の約 70 %を占有している 13。この背景に

は、14 億人という巨大な人口から得られる膨大なデータ、強力な国家主導の産業政

策、そして広大な国内市場が存在する。一方、米国は民間投資において世界をリードし

ており、20 24 年の AI 分野への民間投資額は 1,0 91 億ドルに達した。これは中国の 93
億ドルの約 12 倍、英国の 45 億ドルの 24 倍という桁違いの規模である 3。 



この米中二極体制の中で、日本は厳しい立場に置かれている。AI 関連の特許出願数は

増加傾向にあるものの、その伸び率は米国や中国に比べて著しく緩やかであり、20 20
年には出願数で中国に追い抜かれ、世界第 3 位の座を明け渡している 1。このデータ

は、日本がこの分野においてリーダーではなく、後を追うフォロワーであることを明確

に示している。 

 

1.2. 研究から商業化へのギャップ：優れた着想と脆弱な実装の国 

 

日本が直面する最も深刻な課題の一つは、EU の状況とも共通する「研究から商業化へ

のギャップ」である。国内には優れた研究基盤が存在するにもかかわらず、それが商業

的な成功や市場での影響力に十分に結びついていない。 

学術的な強み 
EU が世界の AI 研究論文の 21%を生産しているのと同様に、日本も強力な学術・研究基盤を誇

る。1960 年代の第一次 AI ブーム、1980 年代の第二次 AI ブームから続く研究の蓄積があり、

東京大学、理化学研究所、産業技術総合研究所といった世界トップクラスの研究機関が質の高

い研究を継続的に生み出している 16。 
商業化の弱み（特許） 
しかし、この学術的な強みは、商業的な成果を示す指標である特許において、その姿を消す。

EU の生成 AI 関連特許の世界シェアがわずか 2%であるという事実は衝撃的だが、日本も同様

の、あるいはそれ以上に深刻な課題を抱えている。一般的な AI 関連特許の出願動向を見ても、

日本の伸び率は米中に大きく劣後している 1。特に生成 AI の分野では、中国が 20 14 年から

20 23 年にかけて世界の特許の約 70 %を占めるという驚異的な数字を記録しており 13、日本の

研究成果が保護され、商業化可能な知的財産へと転換されていない現状を浮き彫りにしてい

る。WIPO（世界知的所有権機関）の報告によれば、20 23 年時点で中国は世界の AI 特許付与

総数の 69.7%を占めており、他国を圧倒している 2。 
影響力のあるモデルの不在 
商業化のもう一つの指標は、世界的に認知される「著名な AI モデル（notable  AI mode ls）」

の開発である。20 24 年に米国を拠点とする機関が 40 の著名な AI モデルを開発したのに対

し、中国は 15、欧州全体ではわずか 3 であった 2。日本の企業や研究機関も、ELYZA、
Swallow、cotomi、tsuzumi といった、日本語に特化した高性能な大規模言語モデル（LLM）

の開発に成功している 16。これらは国内のニーズに応える上で極めて重要であるが、現時点で

はグローバルな舞台で米国製モデルと同等の影響力を持つには至っていない。 
この状況は、日本が直面する構造的な問題を明らかにしている。優れた研究シーズが豊

富にありながら、それを商業的に価値のある知的財産として確立し、世界市場で競争力

のある製品・サービスへと昇華させるプロセスに深刻なボトルネックが存在する。この



ボトルネックは、単なる資金不足以上の、学術界、産業界、そして政府の連携における

体系的な課題を示唆している。 

 

1.3. 投資の格差：慎重な資本市場 

 

研究成果を商業化するためには、莫大な投資、特にリスクを許容するベンチャーキャピ

タルからの資金供給が不可欠である。しかし、この点においても日本は米国との間に巨

大な格差を抱えている。 

ベンチャーキャピタル投資の規模 
EU のレポートが指摘するように、欧州のスタートアップは米国の同業他社に比べて資金調達

に著しい困難を抱えているが、この問題は日本においてさらに深刻である。前述の通り、20 24
年の米国の民間 AI 投資額は 1,0 91 億ドルに達し、生成 AI 分野だけでも世界で 339 億ドルが投

じられた 3。これに対し、20 24 年の日本のスタートアップ全体の資金調達額（デット除く）は

7,793 億円と安定してはいるものの、これは米国の投資額のごく一部に過ぎない 4。さらに、

10 0 億円以上の大型調達案件は減少傾向にあり、エコシステム全体を牽引するような大規模な

資金供給が不足している 19。 
スタートアップエコシステムの特性 
日本の生成 AI スタートアップシーンは活気に満ちており、特に東京大学の松尾研究室をはじめ

とする大学発のベンチャーが重要な役割を果たしている 20。Sakana  AI のように国際的に注目

を集め、大型調達に成功する事例も現れている 20。SaaS や AI 関連のスタートアップが資金

調達市場を牽引していることも事実である 19。しかし、エコシステム全体としては、米国の

OpenAI や Anthropic のような巨大な資金力を持つ少数の支配的なプレイヤーが存在するので

はなく、特定のユースケースを模索する多数のアーリーステージのスタートアップによって構

成されているのが特徴である 21。これは、市場の多様性という点では肯定的だが、世界標準と

なりうる基盤モデルを開発するためのスケールメリットを欠く要因ともなっている。 
企業の慎重な投資姿勢 
この投資格差の背景には、日本企業の慎重な姿勢がある。PwC が実施した調査によると、AI
投資の効果を実感している米国企業が多くの分野で 5 割を超えるのに対し、日本企業ではその

割合が 3 割以下に留まっている 11。これは、日本の経営層が AI 投資に対して、まだその ROI
（投資収益率）を確信できておらず、大胆な投資に踏み切れていないことを示唆している。こ

の慎重さが、国内の AI スタートアップへの資金供給をさらに細らせ、結果として米中との技術

格差を広げるという悪循環を生み出している可能性がある。 
この「研究・商業化ギャップ」と「投資格差」は、単独の問題ではなく、相互に連関す

る体系的な課題である。優れた研究が商業化可能な IP や世界的に著名なモデルに繋が

らないため、スタートアップは米国の同業他社のような巨額の資金調達ができない。そ



して、巨額の資金がなければ、次世代の基盤モデル開発に不可欠な膨大な計算資源を確

保できず、さらなる技術開発が困難になる。この循環を断ち切らない限り、日本は生成

AI 時代において、自ら技術を創造する「テクノロジーメーカー」ではなく、海外の技

術を利用する「テクノロジーテイカー」に甘んじるリスクを負うことになる。国内で日

本語 LLM の開発が進められているのは、この戦略的依存を回避するための重要な防衛

策であるが、米国プレイヤーの規模と勢いを前に、厳しい戦いを強いられているのが現

状である。 

表 1.1：世界の生成 AI 競争力マトリックス（2023 - 2024 年） 

指標 米国 中国 欧州連合

（EU） 
日本 データソース 

民間 AI 投資

額（2024
年） 

1,0 91 億ドル 93 億ドル -  -  3 

著名な AI モ

デル開発数

（2024 年） 

40  15 3 -  2 

世界の AI 特

許付与シェ

ア（2023
年） 

-  69.7% -  -  2 

世界の AI 研

究論文シェ

ア（2023
年） 

-  23.2% 21.0 % -  22 

企業の AI 導

入率 
92% 85% -  54% 11 

 

注：空欄（-）は、提供された資料内で直接比較可能なデータが特定

できなかった項目を示す。企業の AI 導入率は調査主体や定義により

異なるが、ここでは利用中または利用予定の企業の割合を比較してい



る。 

 

 

2. 国家の設計図：日本の AI 戦略と政策フレームワーク 

 

グローバルな競争環境における日本の立ち遅れに対し、日本政府は危機感を募らせ、国

家の総力を挙げて AI の推進に取り組む姿勢を明確にしている。その戦略は、首相官邸

主導の強力な司令塔機能、イノベーションを最優先する独自の法哲学、そして計算資源

やデータといった基盤インフラへの重点的な投資という、多岐にわたるアプローチによ

って構成されている。本セクションでは、日本の AI 戦略の全体像を解き明かし、その

特徴と課題を分析する。 

 

2.1. 未来のオーケストレーション：政府一体となった推進体制 

 

日本の AI 戦略は、特定の省庁に限定されたものではなく、政府全体で取り組むべき最

重要課題として位置づけられている。その中核をなすのが、内閣総理大臣を議長とし、

全閣僚を構成員とする「統合イノベーション戦略推進会議」の下に設置された「AI 戦

略会議」である 5。この会議は、AI に関する国家戦略の策定、省庁間の調整、そして重

要政策の決定を担う、文字通りの司令塔である。 

この強力な推進体制の下、2025 年 5 月には日本の AI 政策の根幹をなす「AI 推進法

（人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律）」が成立した 5。この法

律は、AI の研究開発と社会実装を促進するための基本理念と国の責務を定めたもので

あり、今後の日本の AI 政策の法的基盤となる。 

各省庁も、この国家戦略の下でそれぞれの役割を担っている。 

● 経済産業省（METI）は、産業応用とビジネス支援に重点を置く。スタートアップ

の基盤モデル開発を支援する「GENIACプロジェクト」の推進、企業が AI を安全

かつ円滑に利用するための「AI 事業者ガイドライン」の策定、そして AI 関連契約

におけるリスク管理を支援するチェックリストの提供など、実用化に向けた具体的



な施策を展開している 25。 
● 文部科学省（MEXT）は、研究開発と人材育成を主導する。未来社会の実現を目指

す「ムーンショット型研究開発制度」における AI・ロボット研究の推進や、大学

を中心とした基礎研究への資金提供、次世代 AI 人材の育成プログラムなどを通じ

て、日本の AI 研究の基盤を強化している 16。 
● 内閣府は、AI 戦略会議の事務局として全体の戦略調整を担うとともに、AI 開発に

不可欠な学習用データの提供を促進するアクションプランの策定など、省庁横断的

な課題に取り組んでいる 7。 

このように、日本政府は首相官邸を頂点とする一元的な指揮系統を構築し、各省庁が連

携して AI 戦略を推進するという、強力なガバナンス体制を敷いている。 

 

2.2. 「ソフトロー」という哲学：イノベーションに賭ける計算された戦略 

 

日本の AI 政策を理解する上で最も重要な特徴は、その規制哲学にある。EU が AI のリ

スクに応じて厳格な義務と罰則を課す「AI 法（AI Act）」という「ハードロー」を導入

したのとは対照的に、日本は意図的に「ソフトロー」アプローチを選択した 6。 

2025 年 5 月に成立した「AI 推進法」は、AI を厳しく規制する法律ではなく、その研

究開発と社会実装を「推進」することを主目的としている 6。この法律には、EU AI法
に見られるような高額な制裁金や特定の AI システムの禁止といった罰則規定は含まれ

ていない。その代わりに、政府が AI 開発者や提供者、利用者に対して遵守を期待する

原則を「AI 事業者ガイドライン」という形で提示し、事業者の自主的な取り組みを促

すという手法をとっている 7。 

このアプローチの背後には、技術やビジネスの変化が極めて速い AI 分野において、硬

直的な法律はイノベーションを阻害しかねないという強い懸念がある 7。柔軟で適応性

の高い「ソフトロー」によって、規制の遵守コストを最小限に抑え、企業が自由に研究

開発や新しいビジネスモデルの創出に挑戦できる環境を整えること。これが日本の戦略

である。岸田総理（当時）が「世界で最も AI の研究開発・実装がしやすい国を目指

す」と述べたように、日本は自らを、より規制の厳しい欧州などに対する魅力的な代替

地として位置づけようとしている 5。 

しかし、この戦略は大きな賭けでもある。なぜなら、政府のこのイノベーション重視の

姿勢は、国民の意識と大きく乖離しているからである。内閣府の調査によれば、日本の



回答者のうち「現在の規則や法律で AI を安全に利用できる」と考える者はわずか 13%
で、調査対象 17 カ国中最も低い 7。一方で 77%が「AI には規制が必要」と考えてお

り、政府に対しては「AI の悪用や犯罪に対する法的対策の強化」、企業に対しては

「顧客データの安全性とプライバシー保護の強化」を強く求めている 7。 

ここに、日本の AI 戦略が抱える根本的な矛盾が露呈する。政府は、事業者の自主性を

信頼し、規制を最小限に抑える「ハイ・トラスト（高い信頼）」な環境を構築しようと

している。しかし、国民は AI に対して「ロー・トラスト（低い信頼）」であり、強力

な規制を求めている。この乖離は、将来的に深刻な社会的摩擦を引き起こす火種となり

うる。例えば、生成 AI に起因する大規模な情報漏洩や偽情報の拡散といった重大なイ

ンシデントが発生した場合、国民の不安と不満が爆発し、政府は世論に押される形で、

当初の戦略とは相容れない、場当たり的で厳格な規制の導入を余儀なくされる可能性が

ある。日本の「ソフトロー」戦略は、その成功が社会の信頼醸成にかかっている、まさ

に綱渡りのようなアプローチなのである。 

 

2.3. 基盤の構築：計算資源とデータの確保 

 

生成 AI、特に基盤モデルの開発競争は、膨大な計算資源（コンピュート）と質の高い

学習データの確保が勝敗を分ける「資源戦争」の様相を呈している。日本政府はこの点

を深く認識し、国内の AI 開発基盤の強化に多額の投資を行っている。 

計算資源の拡充 
戦略の中核を担うのが、国内最大の AI 研究専用計算基盤である**「ABCI（AI Bridging Cloud 
Infrastructure）」の拡充である 16。政府は ABCI の性能を継続的に向上させ、国内の研究者や

スタートアップが安価で高性能な計算資源にアクセスできる環境を整備している。さらに、世

界トップクラスの性能を誇るスーパーコンピュータ 
「富岳」**も、大規模言語モデルの開発に活用されており、学術機関と産業界の連携に

よる研究開発を加速させている 16。 

また、民間企業の取り組みも後押ししている。経済安全保障推進法に基づき、クラウド

プログラムを「特定重要物資」に指定し、国内でデータセンターやクラウド基盤を整備

する事業者に対して補助金を拠出することで、計算資源の国内自給率を高めようとして

いる 16。 

学習用データの整備 
AI 開発におけるもう一つの生命線は、学習用データである。特に、高品質な日本語データの不



足は、国産 LLM 開発における長年の課題であった。このボトルネックを解消するため、政府

は複数の施策を打ち出している。 
一つは、大規模な日本語コーパス（言語資料）の構築である。国立国語研究所などが整

備してきた既存のコーパスに加え、総務省は情報通信研究機構（NICT）を通じて、よ

り大規模で高品質な日本語学習用データを整備し、開発者に提供する計画を進めている 
16。 

もう一つは、政府が保有するデータの AI 学習への開放である。内閣府は 20 23 年 11 月

に**「AI 学習データの提供促進に向けたアクションプラン」**を策定し、各省庁が保

有する公的データを、AI 開発者が利用しやすい形で提供するための具体的な道筋を示

した 16。これにより、これまで活用されてこなかった膨大なデータが、日本の AI 開発

の新たな資源となることが期待される。 

 

2.4. グローバル外交：広島 AI プロセス 

 

日本は、国内の AI 戦略を推進するだけでなく、グローバルな AI ガバナンスのルール

形成においても主導的な役割を果たそうとしている。その象徴が、20 23 年の G7 広島

サミットで日本が議長国として立ち上げた「広島 AI プロセス」である 7。 

広島 AI プロセスは、生成 AI のリスクと機会について G7 をはじめとする有志国が議論

し、「安全、安心で信頼できる AI」を実現するための国際的な指針や行動規範を策定

することを目的としている 7。この枠組みを通じて、日本は自国の「ソフトロー」アプ

ローチの理念を国際社会に広め、イノベーションの促進とリスク対応のバランスをとる

という「第三の道」を提示しようとしている。 

この外交努力は、日本の AI 戦略にとって極めて重要である。グローバルに事業を展開

する AI 企業にとって、各国の規制がバラバラであれば、その遵守コストは計り知れな

い。広島 AI プロセスを通じて国際的なルールの相互運用性を確保することは、日本企

業が海外市場に進出しやすくなるだけでなく、海外の AI 企業を日本市場に呼び込む上

でも有利に働く 7。日本は、この外交的イニシアチブを通じて、単なる技術開発競争の

参加者ではなく、未来の AI 社会のルールメーカーとして、その存在感を示そうとして

いるのである。 

 



3. 経済変革：セクター別インパクトと市場ダイナミクス 

 

生成 AI は、単なる技術的な進歩に留まらず、経済の構造そのものを変革する潜在力を

秘めている。日本の国内市場においても、そのインパクトは徐々に顕在化しつつある。

本セクションでは、市場規模の予測から、ヘルスケア、製造業、教育といった主要セク

ターにおける具体的な活用事例までを検証し、生成 AI が日本経済に与える影響の光と

影を明らかにする。 

 

3.1. 市場予測：数兆円規模への地平 

 

国内の各種調査機関は、日本の生成 AI 市場が今後、爆発的な成長を遂げるという点で

一致している。その予測は極めて楽観的であり、日本の産業界が大きな転換点を迎えて

いることを示唆している。 

複数の市場調査レポートによると、日本の国内生成 AI 市場は、2030 年までに 1 兆

7,774 億円 8 や 

1 兆 7,397 億円 32 といった規模に達すると予測されている。これは、2023 年度比で

12 倍以上という驚異的な成長率である 32。別の調査では、年平均成長率（CAGR）
37.5%で成長し、2033 年には 221 億ドル（約 3.3 兆円）に達するとの見方もある 33。 

この急成長の原動力となるのは、幅広い産業における AI 導入の加速である。特に、日

本の基幹産業である製造業や、コンテンツ産業、そして社会課題解決が急務であるヘ

ルスケア分野での需要拡大が期待されている 8。また、生成 AI の普及は、その基盤と

なるデータセンターや GPU（画像処理半導体）といったインフラ市場の成長も牽引

し、経済全体に波及効果をもたらすと見られている 34。 

しかし、これらの輝かしい予測には注意が必要である。なぜなら、多くの日本企業が

AI 導入において、まだ本格的な「組み込み」フェーズではなく、実験的な「試行」フ

ェーズに留まっているという現実があるからだ。ある提言では、多くの企業が概念実証

（PoC）を繰り返すばかりで、全社的な変革に繋げられていない「PoC の罠」に陥っ

ていると指摘されている 10。PwC の調査で、AI 投資の効果を実感している日本企業が

3 割以下と低水準であることも、この状況を裏付けている 11。 



したがって、予測される市場規模の達成は、日本企業がこの「PoC の罠」を乗り越

え、経営層のトップダウンのリーダーシップの下で、AI を単なるコスト削減ツールと

してではなく、事業の根幹をなす戦略的投資として位置づけ、全社的に導入・活用でき

るかどうかにかかっている。この変革なくして、予測は絵に描いた餅に終わる可能性が

ある。 

 

3.2. ヘルスケア革命：高齢化社会における早期かつ有望な応用 

 

EU のレポートが指摘するように、ヘルスケアは生成 AI の活用が最も期待される分野

の一つであり、これは高齢化と労働力不足という深刻な課題を抱える日本にとって、特

に当てはまる。医療現場では、すでに具体的な成果を伴う応用が始まっている。 

創薬プロセスの革新 
新薬開発には莫大な時間とコストがかかるが、生成 AI はこのプロセスを劇的に効率化する可能

性を秘めている。国内では、富士通と理化学研究所が共同で創薬に特化した生成 AI 技術を開発

しているほか 35、 
アステラス製薬と同志社大学などが連携し、ビッグデータを活用した医薬品開発に取

り組んでいる 35。AI が膨大な論文データや臨床データを解析し、有望な創薬ターゲッ

トを特定することで、開発期間の短縮と成功確率の向上が期待される。 

臨床・事務業務の効率化 
医療現場の喫緊の課題は、医師の過重労働である。生成 AI は、この課題に対する強力な解決策

となりうる。特に注目されているのが、医療文書作成の自動化である。石川県の恵寿総合病院

と Ubie 社が実施した実証実験では、生成 AI を活用することで、医師が退院時サマリーを作成

する時間を最大で 3 分の 1 に短縮することに成功した 36。これにより、医師は事務作業から

解放され、より多くの時間を患者との対話や治療といった本質的な業務に充てることが可能に

なる。年間で 540 時間の作業時間削減に繋がるという試算もあり、医療の質の向上と働き方改

革の両立に大きく貢献する事例である 37。 
診断支援と医療教育 
診断の精度向上や医療教育の高度化においても、AI の活用が進んでいる。画像生成 AI を用い

ることで、少ない放射線量で撮影された CT 画像などから、より鮮明で高画質な画像を再構成

する技術が開発されている。これにより、特に小児や妊婦といった放射線感受性の高い患者の

被ばく量を低減できる 36。また、患者のデータから精巧な 3D モデルを生成し、手術前のシミ

ュレーションや医学生のトレーニングに活用することで、手術の安全性向上と教育効果の最大

化が図られている 36。 
 



3.3. 「ものづくり」の未来：国家の強みをさらに強化する 

 

日本の経済を支える基幹産業である製造業（ものづくり）は、生成 AI による生産性革

命の恩恵を最も受ける分野の一つである。このセクターの AI 市場は、年平均 54.6%と

いう驚異的なペースで成長すると予測されており、日本の国際競争力を再び高めるため

の鍵を握っている 8。 

品質管理と工程最適化の高度化 
製造現場における AI 活用の主戦場は、品質管理と工程最適化である。ブリヂストンは、タイヤ

の成型工程に AI を導入し、熟練技能者の技術をデジタル化。これにより、製品の品質（真円

度）を 15%向上させると同時に、生産性を約 2 倍に高めることに成功した 9。 
トヨタ自動車は、これまで目視に頼っていた磁気探傷検査を AI で自動化し、見逃し率

0%という高い精度を達成しながら、検査に必要な人員を半減させた 9。これらの事例

は、AI が「匠の技」を継承・増幅し、品質と効率を同時に向上させることを示してい

る。 

自律的オペレーションの実現 
EU のレポートが触れている「エージェント AI」による生産タスクの自律的管理は、日本の製

造業においても現実のものとなりつつある。横河電機は、化学プラントの運転を AI が自律的に

制御するシステムの開発を進めており、品質の安定化や省エネを実現している 9。これは、人

間のオペレーターを支援するレベルを超え、AI が自ら判断し、生産プロセス全体を最適化する

未来を示唆している。 
設計・マーケティングの革新 
生成 AI の活用は、工場のフロアだけに留まらない。製品の企画、設計、マーケティングといっ

たバリューチェーン全体に広がっている。飲料メーカーの伊藤園は、AI を用いて新商品のパッ

ケージデザインを開発し、開発期間の短縮と創造性の向上を実現した 38。 
サントリーは、人気飲料「C.C.レモン」の擬人化キャラクターを生成 AI で制作し、新

たなファン層の獲得に繋げている 39。これらの事例は、生成 AI が主に効率化や最適化

といった「守り」の領域で活用されている日本の現状において、創造性や新たな価値創

出といった「攻め」の領域でもその力を発揮し始めていることを示している。 

これらの成功事例は、日本の製造業が生成 AI を「持続的イノベーション」のツールと

して巧みに活用していることを物語っている。つまり、既存の製品やプロセスを改善

し、その性能を高めるという、日本の「ものづくり」が伝統的に得意としてきたアプロ

ーチである。しかし、これは同時に、AI を基盤として全く新しいビジネスモデルを創

造する「破壊的イノベーション」の側面では、まだ十分な動きが見られないことも意味

する。日本の製造業が今後もグローバルな競争力を維持するためには、既存の強みを磨



くだけでなく、AI ネイティブな発想で新たな市場を創造する挑戦が求められるだろ

う。 

表 3.1：日本の主要産業における生成 AI の活用事例と主要プレイヤー 

産業 応用分野 主要プレイヤー

（企業・機関） 
報告された成

果・便益 
データソース 

ヘルスケア 創薬 富士通／理化学

研究所、アステ

ラス製薬／同志

社大学 

創薬プロセスの

効率化、ビッグ

データに基づく

開発 

35 

 医療文書の自動

化 
恵寿総合病院／

Ubie  
医師の退院時サ

マリー作成時間

を最大 1/3 に削

減 

36 

 診断支援 -  画像生成 AI によ

る診断画像の画

質改善、被ばく

量低減 

36 

 医療教育 -  患者の 3D モデ

ルを用いた手術

シミュレーショ

ン 

36 

製造業 品質管理 ブリヂストン、

トヨタ自動車 
タイヤ品質 15%
向上、検査の見

逃し率 0 % 

9 

 工程自動化・ロ

ボティクス 
デンソー、川崎

重工業 
自律型ロボット

開発、組立ライ

ンの作業分析と

最適化 

9 

 自律システム 横河電機 化学プラントの

自律制御による

品質安定化と省

エネ 

9 



 製品デザイン・

マーケティング 
伊藤園、サント

リー 
AI による商品デ

ザイン開発、AI
タレントの活用 

38 

教育 個別最適化学習 -  生徒一人ひとり

に合わせた教材

や問題の提供 

40  

 教師の事務支援 富山県朝日町の

小中学校 
修学旅行のコー

ス案や保護者向

け文書のたたき

台作成 

42 

 アクセシビリテ

ィ 
リクルート「ス

タディサプリ」 
講義動画への自

動字幕生成によ

る聴覚障がい支

援 

42 

 教師の負担軽減 名古屋市の私立

中高、愛媛県教

育委員会 

AI によるテスト

採点の自動化、

教員向けメンタ

ルケアチャット

ボット 

42 

 

3.4. 再創造される教育：可能性と落とし穴 

 

教育分野は、生成 AI が社会に最も大きな変革をもたらす可能性を秘めた領域の一つで

ある。個別最適化された学びの実現から、教員の負担軽減まで、その応用範囲は広い。

しかし、その導入は、新たな教育格差や倫理的な課題といった深刻なリスクも伴う。 

個別化と支援の強化 
生成 AI の最大の強みは、生徒一人ひとりの学習進度や理解度に合わせて、学習内容をカスタマ

イズできることである 40。AI が生徒の解答履歴や学習パターンを分析し、苦手な分野の問題

を重点的に出題したり、理解度に応じた補足資料を提供したりすることで、画一的な授業では

実現が難しかった「個別最適な学び」が可能になる。 
また、教員の負担軽減にも大きく貢献する。これまで多くの時間を費やしてきたテスト

の作成や採点（記述問題を含む）、保護者向けの文書作成、さらには修学旅行のコース

立案といった事務作業を AI に任せることで、教員は生徒との対話や授業内容の深化と



いった、より本質的な教育活動に集中できるようになる 42。愛媛県では、教員の精神的

な負担を軽減するため、AI チャットボットによるメンタルヘルス相談窓口を設置する

というユニークな取り組みも行われている 42。 

アクセシビリティの向上 
生成 AI は、特別な支援を必要とする生徒たちの学びの機会を広げる。例えば、リクルートが提

供するオンライン学習サービス「スタディサプリ」では、講義動画に AI が自動で字幕を生成す

る機能を導入している 42。これにより、聴覚に障がいのある生徒も、他の生徒と同じように授

業を受けることができる。 
潜在するリスクと課題 
しかし、教育現場への AI 導入は、多くの課題を抱えている。最も深刻なのは、新たな教育格差

の拡大である。AI 教育の導入状況は、都市部と地方、私立学校と公立学校の間で大きな差が生

じている 43。例えば、東京都の公立学校では約 60 %が AI 学習支援システムを導入しているの

に対し、地方の一部県では 20 %未満に留まるという調査結果もある 43。AI を使いこなせる生

徒とそうでない生徒の間で、情報収集能力や問題解決能力に差がつき、将来のキャリア選択に

まで影響を及ぼす「AI 活用格差」が生まれることが懸念される 44。 
さらに、教員側の準備不足も深刻である。多くの教員が AI 活用に関心を持ちながら

も、具体的な指導法に関する知識やスキルが不足していると感じており、研修機会の拡

充が急務となっている 43。AI への過度な依存による生徒の思考力低下や、個人情報の

取り扱い、AI が生成する情報の正確性といった倫理的な課題も山積しており、明確な

ガイドラインの整備が追いついていないのが現状である 40。 

 

4. 変動する労働市場：スキル、生産性、そして雇用 

 

生成 AI は、産業構造だけでなく、働き方そのものを根底から揺るがす力を持ってい

る。過去の技術革新が主に肉体労働や定型的な事務作業を代替してきたのに対し、生成

AI は、これまで人間の聖域とされてきた知的・創造的な業務にまで影響を及ぼす。本

セクションでは、生産性向上という明るい側面と、格差拡大という暗い側面の両方か

ら、生成 AI が日本の労働市場に与えるインパクトを分析する。 

 

4.1. 生産性の配当：高スキル専門職の能力拡張 

 



EU のレポートが指摘するように、医師、教師、エンジニアといった高スキル専門職

は、過去の技術革新よりも生成 AI によって大きな影響を受ける。これは、生成 AI が
彼らの業務を代替するのではなく、「拡張（augment）」するツールとして機能する

ためである。 

この現象は、複数の実証研究によって裏付けられている。ある研究では、カスタマーサ

ポート業務に生成 AI ベースのアシスタントツールを導入したところ、労働者一人当た

りの時間当たり課題解決数が平均で 14.2%向上したことが報告されている 10。興味深い

ことに、この生産性向上の効果は、経験の浅い、あるいはスキルレベルの低い労働者に

おいてより顕著であり、AI がスキルギャップを埋める助けとなる可能性が示唆されて

いる 45。 

この傾向は、米国の労働市場でも確認できる。高学歴・高収入層ほど、生成 AI を業務

で積極的に活用しており、彼らが AI を自らの能力をさらに増幅させるためのツールと

していち早く導入している実態が明らかになっている 46。日本においても、医師の事務

作業が AI によって効率化される事例 37 など、専門職の生産性向上に貢献する動きが見

られる。 

 

4.2. 二極化する労働力：格差拡大の影 

 

生成 AI がもたらす生産性向上の恩恵は、労働者全体に均等に分配されるわけではな

い。むしろ、労働市場を二極化させ、経済格差を拡大させるリスクを内包している。こ

の点について、大和総研が発表したシミュレーション分析は、日本の未来を考える上で

極めて重要な示唆を与えている 12。 

この分析によれば、生成 AI の普及は、日本の実質 GDP を**+16.2%押し上げ、労働者

全体の賃金水準を+8.2%上昇させ、失業者数を▲4.5%** 減少させるという、マクロ経済

全体にとっては極めてポジティブな影響をもたらす 12。 

しかし、その内訳を見ると、全く異なる風景が広がっている。労働者は、その職業が

AI によって「補完される」グループと、「代替される」グループに大別される。 

● 非代替グループ（AI によって補完される労働者）：彼らの業務は AI によって効率

化され、より付加価値の高い仕事に集中できるようになる。その結果、賃金は

**+11.2%上昇し、失業者数は▲7.3%**減少すると予測される。 
● 代替グループ（AI によって代替される労働者）：彼らの主要業務は AI によって自



動化され、AI との競争にさらされる。その結果、賃金は**▲7.3%低下し、失業者

数は+7.0 %**増加するという、深刻な打撃を受けると予測される。 

このシミュレーションは、生成 AI が「AI を使いこなす者」と「AI に使われる（ある

いは職を奪われる）者」という新たな階層を生み出し、労働市場の二極化を加速させる

可能性を明確に示している。OECD もまた、新しい AI 技術が「デジタルデバイド」を

深め、地域間格差を拡大させる危険性を警告しており、この懸念は日本においても現実

的なリスクとして認識されるべきである 47。 

 

4.3. リスキリングの急務：最重要の政策対応 

 

生成 AI がもたらす格差拡大という負の側面は、しかし、不可避の運命ではない。適切

な政策介入によって、その影響を緩和し、むしろ経済成長をさらに加速させることが可

能である。前述の大和総研のシミュレーションは、そのための最も有効な処方箋が

「リスキリング（学び直し）」であることを、具体的な数値をもって示している 12。 

シミュレーションにおいて、生成 AI の普及に加えて、労働者が新たなスキルを習得す

るためのリスキリング政策を導入した場合、その結果は劇的に改善する。 

● GDP の押し上げ効果は、+16.2%から+18.5%へとさらに拡大する。 
● 最も深刻な影響を受けるはずだった「代替グループ」の雇用環境は一変し、失業者

数は+7.0%の増加から▲5.9% の減少へと転じる。賃金の低下幅も、▲7.3%から

▲5.0%へと緩和される。 

この結果が示すのは、リスキリングが単に失業者を救済するための社会的なセーフティ

ネットではない、ということである。リスキリングは、AI 時代における経済成長の主

要なエンジンそのものなのである。そのメカニズムはこうだ。リスキリングによっ

て、「代替グループ」の労働者が「非代替グループ」へと移行することで、AI を使い

こなせる人材の供給が増加する。これにより、企業はより多くの AI を導入し、生産性

を高めることができ、それがさらなる労働需要を生むという好循環が生まれる。 

この分析は、政策立案者に対して極めて重要な示唆を与える。リスキリングへの投資

は、福祉的なコストではなく、計算資源やデータ基盤への投資と同様に、国家の競争力

を高めるための戦略的な経済投資として位置づけられるべきである。EU のレポートが

指摘するように、これからの時代に求められるのは、単なる技術的なスキルだけでな

く、AI の出力を批判的に吟味する「クリティカルシンキング」や、人間にしかできな



い共感性を発揮する「エモーショナルインテリジェンス」といった、より高次の横断的

なスキルである 30。これらの能力を育むための教育・訓練プログラムへの投資こそが、

日本の労働市場の未来を左右する鍵となる。 

シミュレーションでは、リスキリング以外にも、労働移動を円滑にするための「人材マ

ッチング強化」も経済にプラスの効果をもたらすことが示されている。一方で、失業給

付の増額といった単純な所得補償政策は、労働意欲を削ぎ、かえって経済にマイナスの

影響を与える可能性も指摘されており、政策設計の難しさを示唆している 12。 

 

5. 社会の構造：リスクと不平等の克服 

 

生成 AI の浸透は、経済や労働市場だけでなく、社会の根幹をなす価値観や人間関係に

も深く影響を及ぼす。特に、未来を担う子どもたちへの影響、アルゴリズムに潜むバイ

アスによる不平等の再生産、そして技術に対する国民の信頼という三つの側面は、社会

の安定性を左右する重要な論点である。本セクションでは、これらの社会的な課題を、

日本の文脈に照らして分析する。 

 

5.1. 子どもたちへの両刃の剣：教育と脆弱性 

 

生成 AI は、子どもたちの教育に革命的な変化をもたらす可能性を秘めている一方で、

彼らの健全な発達を脅かす深刻なリスクもはらんでいる。 

教育における潜在的利益 
EU のレポートが指摘するように、生成 AI は、生徒一人ひとりの学習スタイルや理解度に合わ

せて教材を最適化する「個別化学習」を実現し、特に障がいや言語の壁を抱える子どもたちに

とって強力な支援ツールとなりうる。 
発達における深刻なリスク 
しかし、子どもたちは認知能力が発達途上にあるため、AI が生成する偽情報や偏った情報、あ

るいは巧みな操作に対して特に脆弱である 48。日本の研究者からは、言語獲得期の子どもに AI
搭載のおしゃべりアプリを与えることに対して、強い警鐘が鳴らされている。言語の習得に

は、表情や身振り、感情のやり取りといった、人間同士の社会的なインタラクションが不可欠

であり、現在の AI ではそれを代替できない。むしろ、流暢に、しかし誤った情報を話す AI と



の対話は、子どもの認知に悪影響を及ぼす心理的リスクを伴うと指摘されている 48。これは、

臨床試験を経ていない新薬を子どもに与えるようなものであり、無批判な導入は避けるべきだ

という主張である 48。また、子どもが家族や友人のプライベートな情報を AI に話してしまう

プライバシー侵害のリスクも懸念されている 48。 
新たな教育格差の創出 
さらに、生成 AI へのアクセスと活用能力の差が、新たな教育格差を生み出す危険性がある。AI
を情報収集やレポート作成、問題解決のツールとして使いこなせる生徒と、そうでない生徒と

の間には、学習の効率と質において大きな差が生まれる 44。このスキルギャップは、将来の大

学進学や職業選択にまで影響を及ぼしかねない 40。この問題は、AI 教育の導入率において都

市部と地方、私立と公立で大きな格差が存在する日本において、特に深刻である 43。一部の先

進的な学校に通う生徒だけが AI の恩恵を享受し、その他大勢が取り残されるというシナリオ

は、社会の分断をさらに深めることに繋がる。 
 

5.2. 機械の中の幽霊：アルゴリズムバイアスと公平性 

 

生成 AI は、学習データに存在する社会の偏見や歴史的な不平等を、そのまま学習し、

増幅させてしまうリスクを抱えている。これは「アルゴリズムバイアス」と呼ばれ、公

平であるべき社会的意思決定を歪める危険性がある。 

ジェンダーバイアス 
この問題が最も顕著に現れるのが、ジェンダーバイアスである。EU の J RC が行った実験で

は、金融の意思決定に用いられる AI モデルに、男性を優遇する約 4%のバイアスが存在するこ

とが確認された。世界的に有名な事例として、米 Amazon 社が開発した採用 AI が、過去の採

用データから「男性が優位」というパターンを学習してしまい、履歴書に「女性」という単語

が含まれていると評価を下げるというバイアスを持っていたため、導入を断念したケースがあ

る 50。 
日本においても、この問題は他人事ではない。AI 翻訳サービスで「外科医」と入力す

ると男性名詞で訳され、「看護師」と入力すると女性名詞で訳されるといった、職業に

対するステレオタイプが AI に反映されている事例が報告されている 53。このようなバ

イアスは、採用や人事評価、あるいは金融機関の与信審査といった重要な場面で、女性

に対する不当な不利益を生み出す可能性がある 54。この課題に対し、日本では 

富士通とお茶の水女子大学が連携し、採用プロセスにおけるジェンダーバイアスを AI
で検出し、是正するための共同研究を行うなど、対策に向けた取り組みが始まっている 
55。 

バイアスへの対策 



この問題への対策として、EU のレポートは、学習データの多様性を確保すること、そして AI
開発者のチーム自体の多様性を高めることが重要だと指摘している。多様な視点を持つ開発者

が参加することで、設計段階での偏見を減らし、より公平な AI システムを構築することが可能

になる。 
 

5.3. 国民の認識と信頼：慎重な観察者の国 

 

日本の AI 戦略が直面するもう一つの大きな壁は、国民の AI に対する極めて慎重な姿

勢と低い信頼度である。政府や産業界が描くバラ色の未来像と、国民が抱く不安との間

には、大きな隔たりが存在する。 

総務省が 20 24 年に発表した「情報通信白書」は、この実態を衝撃的な数字で明らかに

した。日本の個人の生成 AI 利用率は、わずか 9.1%。これは、米国の 46.3%、中国の

56.3%、英国の 39.8%などと比較して、突出して低い水準である 23。この傾向は企業の

業務利用でも同様で、日本の 46.8%に対し、米中では 85%以上の企業が利用している 
23。 

興味深いのは、利用しない理由である。最も多かったのは「使い方がわからない」（4
割超）と「自分の生活には必要ない」であり、「セキュリティや情報漏洩への懸念」は

それらに次ぐ理由であった 56。これは、多くの日本人が AI を積極的に拒絶しているの

ではなく、その価値や具体的な活用法を理解できず、自分事として捉えられていない

「無関心」あるいは「様子見」の状態にあることを示唆している。これは単なる技術的

な遅れではなく、AI の価値提案が国民に届いていないという、より根深いコミュニケ

ーションと教育の問題である。 

さらに、内閣府の調査は、この慎重な姿勢の裏にある深い不信感を浮き彫りにしてい

る。前述の通り、日本国民は、現在のルール下で AI が安全に利用できるという信頼度

が調査対象国の中で最も低く（13%）、政府に対しては AI の悪用に対する法的対策の

強化を強く求めている 7。 

このデータは、日本の AI 普及における最大の障壁が、技術そのものではなく、「信

頼」と「理解」の欠如であることを示している。政府がいくらイノベーション促進を掲

げても、国民がその便益を実感し、リスクが適切に管理されていると信頼しない限り、

AI の社会実装は進まない。この信頼の醸成こそが、日本の AI 戦略の成否を分ける最大

の鍵となるだろう。 



 

6. 戦略的必須事項と今後の道筋 

 

これまで見てきたように、日本は生成 AI の時代において、大きな可能性と深刻な課題

が交錯する岐路に立たされている。強力な研究基盤と政府の推進意欲という追い風があ

る一方で、投資不足、企業の導入の遅れ、そして国民の低い信頼度という逆風にもさら

されている。この状況を打破し、日本の競争力を確保するためには、各ステークホルダ

ーがそれぞれの役割を果たし、国全体として一貫したビジョンを持って行動することが

不可欠である。本セクションでは、企業、エコシステム、そしてガバナンスの各層に向

けた戦略的提言をまとめる。 

 

6.1. 企業への提言：「試行」から「統合」へ 

 

日本企業にとって最も緊急性の高い課題は、生成 AI の導入フェーズを、散発的で小規

模な概念実証（PoC）から、事業の根幹に組み込む「統合」へと移行させることであ

る。この変革を成し遂げるためには、以下の三つの行動が不可欠である。 

第一に、経営層によるトップダウンの戦略的コミットメントである。AI 導入は、もは

や IT 部門だけの課題ではない。CEO や取締役会が、AI を単なるコスト削減ツールや

IT 経費としてではなく、未来の成長を左右する最重要の経営課題として認識し、明確

なビジョンと十分な予算を伴った全社的な導入計画を策定・推進する必要がある 10。 

第二に、具体的な業務プロセスへの組み込みである。PoC を繰り返すだけでは、グロ

ーバルな競争には勝てない。マーケティング、営業、開発、顧客サポートといった、生

産性向上が実証されている具体的な業務領域から着手し、成功体験を積み重ねながら全

社に展開していくことが、変革を加速させる最も確実な道筋である 10。 

第三に、従業員のリスキリングと AI リテラシー向上への投資である。AI を使いこな

すのは、最終的には「人」である。全社員を対象とした AI リテラシー教育を実施する

と同時に、AI によって変化する業務に適応できるよう、積極的な学び直しの機会を提

供することが不可欠である 10。AI を積極的に活用する従業員を評価し、成功事例を共

有する文化を醸成することで、組織全体の AI 活用能力を引き上げることができる。 



 

6.2. エコシステムへの提言：活気に満ちた、資金力のあるスタートアップ文化の育成 

 

日本の AI 競争力を高めるためには、大企業だけでなく、革新的なアイデアを持つスタ

ートアップが次々と生まれ、成長できるエコシステムの構築が急務である。 

政府は、日本が直面する深刻なベンチャーキャピタル投資の格差に正面から向き合う

必要がある 4。政府系 VC ファンドの拡充、AI 分野への投資に対する税制優遇措置の導

入、スタートアップが公的な研究成果やデータにアクセスしやすくするための制度改革

などが考えられる。 

特に、日本の強みである大学の研究成果を商業化へと繋げる流れを強化すべきである。

大学発スタートアップの設立を支援し、研究者と起業家、投資家を結びつけるプラット

フォームを構築することが重要である 20。 

経済産業省が推進する「GENIAC プロジェクト」は、スタートアップにとって生命線

である計算資源を提供するという点で、極めて重要な取り組みである 16。この種の支援

をさらに拡充し、より多くの有望なスタートアップが世界レベルの基盤モデル開発に挑

戦できる環境を整えるべきである。 

 

6.3. ガバナンスへの提言：「責任ある AI」を構築する多層的アプローチ 

 

日本は、イノベーションを促進する「ソフトロー」アプローチを維持しつつ、国民の信

頼を醸成し、国際的な整合性を確保するために、その枠組みを強化する必要がある。そ

のためには、単一の法律に頼るのではなく、多層的なガバナンス体制を構築することが

有効である。 

● 政府レベル：引き続き、AI 技術の進化に合わせて「AI 事業者ガイドライン」を更

新し、人間中心、公平性、透明性といったハイレベルな原則を提示し続ける 7。 
● 産業レベル：各業界団体が、それぞれの分野の特性に応じた、より具体的な行動規

範や標準を策定することを奨励する。 
● 第三者機関レベル：AI システムの公平性、透明性、セキュリティなどを独立した

立場で評価・認証する AI 監査の仕組みを育成・導入する 29。これにより、企業は

自社の AI が信頼できるものであることを客観的に示すことができ、消費者の信頼



醸成に繋がる。 

また、国民が抱える偽情報への強い懸念に応えるため、技術的な対策（電子透かしな

ど）と並行して、AI の出力を鵜呑みにせず、批判的に吟味する能力を育むクリティカ

ルシンキングとメディアリテラシー教育への投資を抜本的に強化することが、社会全

体のレジリエンスを高める上で不可欠である 7。 

 

6.4. 統一された国家ビジョン：リーダーシップへの統合された道 

 

最終的に、日本の成功は、政府、産業界、学術界が、それぞれの役割を果たしつつ、一

つの方向を向いて協調できるかにかかっている。 

政府は、国家戦略を提示し、国際的なルール形成を主導するオーケストラの指揮者と

しての役割を担う 7。同時に、計算資源やデータといった基盤インフラの整備、そして

基礎研究への継続的な資金提供を通じて、イノベーションが生まれる土壌を耕し続けな

ければならない 27。 

産業界は、AI 導入の主役である。AI への投資と活用をためらうことは、グローバルな

競争からの脱落を意味するという危機感を持ち、大胆な変革を断行する責任がある 10。 

そして学術界は、引き続き基礎研究のエンジンであり続けると同時に、産業界との連

携を密にし、自らの発見を社会が直面する課題の解決に繋げる努力を強化する必要があ

る 16。 

日本が直面する、投資の格差、慎重な企業文化、そして国民の低い信頼度という体系的

な課題は、一朝一夕に解決できるものではない。しかし、これらの課題に国全体として

統一されたビジョンを持って取り組むことで、日本は、その強みである技術力と人材を

最大限に活用し、生成 AI 時代において、単なる利用者ではなく、世界をリードする開

発者、そして倫理的な実装者として、確固たる地位を築くことができるだろう。 
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